（青風荘）施設症例検討会議①

平成　18年　5月　22日

	氏　名
	　今野　容子様
	男・女
	生年月日
	　昭和　8年　4月　3日（　73歳）


	問題点
	介入方法

	①糖尿病の自己管理（隠れておやつを食べている）
	・基本的におやつは摂られない事を促す。

・別の物を食べたいからと自分でカロリ－のやり繰りをしない様説明する。

	②合併症（高血圧症・腎機能低下の為、減塩食となっている。）
	・香辛料や調味料を使用している事がある為、その都度、減塩食になっている理由を伝える。



	③対人関係（他者に対して威圧的な言動がある。物のやり取りで関係を図ろうとする。）
	・その言動は正しかったか、自分がそうされたら、どう感じるか考えてみる様促す。

	
	


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	· デイナイトケアへは拒否なく通所しているが、時にデイスタッフへの対応不満から行きたくないと話される事もある。自己評価が高い事もありプログラムなどは「何でもできる」と拒否する事なく参加している。それゆえ他メンバ－が出来ないと「あんた、こんなのも出来ないの。」と発言する事や、物のやり取りでトラブルになっている。荘内では他者の行動を見ていて直ぐにスタッフへ教えに来たり、直接本人へ指摘したりする為、言い争いになる事もある。

· 食事管理では「私は気をつけている。」と言われるも部屋で隠れて食べていて血糖値が気になり夜間に測定している事があった。

· 八戸赤十字Ｈｐ受診（糖代謝科・泌尿器科・消化器科）はスタッフ付添いで定期的に通院出来ている。2/22大腸検査施行の結果、6/12ポリ－プ切除の為、入院予定となっている。内服薬は自己管理出来ている。


プラン計画者　氏名：　小坂　和子　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年　5月　29日　（月）　青山荘地域交流活動室

（青風荘）　施設症例検討会議②

（評価・修正プラン）　　　　　　　　　　　実施日　平成　18年　5月　22日（月）

	氏　名
	　今野　容子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　8年　4月　3日（　73歳）


	問題点
	評価

	①糖尿病の自己管理（隠れておやつを食べている）
	· 食べたい時は隠れて食べないよう説明する。

· 別の物を食べたいからと自分でカロリ－のやり繰りをしない様説明する。

	②合併症（高血圧症・腎機能低下の為、減塩食となっている。）
	・香辛料や調味料を使用している事がある為、その都度、減塩食になっている理由を伝える



	③対人関係（他者に対して威圧的な言動がある。物のやり取りで関係を図ろうとする。）
	・詳細に話しを聞き本人の立場を理解していることを伝え対応する。




	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	· 食べたい時は隠れて食べないよう説明する。



	②継続
	· 腎機能が悪化した場合は人工透析の必要性も考えられることから、健康管理に注意していく。

	③継続
	・　詳細に話しを聞き本人の立場を理解していることを伝え対応する。

· 本人自身も遣り取りしている為、当たり前と思っている部分もあり、あまりひどくなければ見逃してはどうか。

· 生活レベルも高いことから、現在の状態を維持することが目標である。


	結果

	次回会議まで修正プランにて対応し様子観察とする。


	会議出席者

	村田Ｉ.Ｏ.Ｏ・清水Ｇ.Ｏ.Ｍ

長谷部･小坂・佐々木・山田･山口・金澤・四戸








